















Social Changes and Dynamics in Use of Cardamom in Cambodia: 
Environmental Local History on Harvest Leader， Marketing System and 
Conservation Activity in the Cardamom Mountains 
ISHIBASHI Hiroyuki料:
Abstract 
Cardamom (Amomum kravanh) has been used as a medicinal plant， a food and as a source 
of revenue in the Cardamom Mountain region in south west Cambodia， from at least the 
late 19th century. Harvesting of this plant entailed a ceremony to open the season， 
conducted by a harvest leader (dangkhaw)， who took responsibility in leading the harvest 
group in harvest activities. Production of this plant was also controlled by the then French 
colonial government in order to secure state revenue by reforming the taxation system and 
organizing a marketing cooperative system managed by local administration which used 
a similar system in 1950s and 1960s. 
However， the use of cardamom was interrupted in 1970s and 1980s due to civil war that 
broke out under the Pol Pot regime. Although its use and management r巴startedafter the 
establishment of a new government in 1990s alongside the creation of protected forest in 
2002 through conservation activities， the author has observed that its use has changed and 
diversified between both the northern and southern part of the central mountains. That is 
in the north， ceremony， harvest and selling is stil practiced， whereas in the south， people 
don't practice ceremony and are inclined to refrain from harvest and seling 
This paper will explore how the use of cardamom differed and changed due to 
historical transitions and social and environmental conditions between the two research 
sites correlating it with the harvesting leader， marketing system and conservation ac-
tivities. It then discusses factors effecting its continuous use 
The following two points were the core internal factors that supported the continuous 
use of cardamom in the northern part of the mountains. (1) A fundamental system for 
practicing harvest custom formed by interaction between characteristics of dangkhaw (a 
Commitment to on the ground activity， b.A hereditary role in transferring knowledge and 
experiences among kin， c.The adjustment of the harvesting period to collect well ripened 
fruits with a good market price) and the environmental setting of the area where 
cardamom was-abundant. (25 The dangkhaw and his family who managed this system 
reconstructed and maintained harvest customs even under conditions of rapid social 
change and historical transitions. In addition to this， (3) External intervention through the 
introduction of a marketing system and conservation activities that linked with the 
internal harvesting system， formed a system connecting both the inside and outside world 
of the community through maintaining conditions for selling the harvest 
Keywords: cardamom， the Cardamom Mountains， harvest leader， marketing system， con-
servation activity， continuation， environmentallocal history 
キーワード:カルダモン，カルダモン山脈，収穫現場の統率者，販売制度，保全活動，利用の継
続，地域環境史
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100日の降雨である [Aubertin2004; Sharma etα1. 2007J。カルダモン山脈の気温は25-300C，年















貢納した点が言及される [Aymonier1900・77，228; Forest 1980: 281-282， 314-415; IS 1906: 19-































































































ヴェ ーン郡オ ・ー サオム区(以下OS区)，南部はコッ ・コン州トゥモ ・ー ノイーン郡ルッセイ ・
チュルム区(以下 RC区)とタ ・タイ ・ルー区(以下TTL区)である(図 1)06)いずれの地域
も現在は農林水産省森林局が管轄する中央カルダモン保護林 (401，313ha)の内外にある O 保
護林の保全活動は，森林局，国際環境NGOのConservationInternational (CI)， Fauna and 
Flora International (FFI)が担当する。 CIは主に保護林全般の運営に関わる法施行 ・違法活
動の摘発等の活動を行い，FFI はOS区の湿原に生息する絶滅危慎種のシャムワニの保全活動
を行っている。






























行政区 08区 RC区 TTL区
家族数(人口) 264家族(1，075人) 210家族 (864人) 128家族 (537人)
山地民の家族数の割合 8割 2割 9害Ij
移住者の家族数の割合 2割 8割 l害Ij
出所 08区.TTL区は行政区長.RC区は区役員および元区長への聞き取りより筆者作成 (2009年調査)。
注:08区行政の助役担当への聞き取りでは 2009年 7月 19日付の人口は 266家族，人口1，088人であ
り区長への聞き取りと若干の誤差があった (2010年2月調査時に確認)。
表2 カルダモンの種類と用途
クメー ル語呼称、 クロヴァーニュ クラカオ
学名 Amomum kravαnh 諸説あり
解熱剤，消化剤，抗マラリア薬，風邪薬，






出所・現地調査. [Ironside et al. 2002; Martin 1971; 1997;坂本 2001Jをもとに筆者作成。




注2 クラカオの学名はAmomumechinosphaera A. elephantorum， Elletaria cardamomum syn. Amomum 
repens等諸説ある。
注3 クラカオは呼吸器系疾患の治療効果もある (http目 jjwww.fairwild.orgjactivitiesj)。
最終閲覧日 2010年5月 19日。
注4・プレン ・コラーは薄荷油を主成分とする薬 [坂本2001J。
8)本稿で山地民とはクメール語で「先住民族 (cwonchietdaeum)J I少数民族 (cωonchietphiek tec) J 
と呼ばれる， または文献資料でモン ・クメール系ベアル語派とされるカルタモン山脈出身の住民を
指す。





写真I カルダモンの葉 写真2 伺旬枝 写真3 プノン・ペンの市場で市
販される実
ニュ (kravαnh)および，クラカオ (krakα0)と呼ばれる種類である。歴史的にはクロヴァー












氏の嗣は， 4つの行政村， CL村， K村， OS村， KCR村のうち， CL村にある。ただし，CL村，





10) 19世紀末のlピクル (picul=約60kg)当たりの価格はクロヴァーニュ 150フラン， クラカオ 65











合計約2，000kgが販売され， 1 kgあたりの価格は 16，000~ 20 ，000 リエル，すなわち約 4~5
米ドル(以下ドル)12)であった。 l家族当たりの採取量は約 5~ 50 kg以上であり，金額にして




ら実を買い取っていたが， それも現在は行われていなし、。 また， 2008年の販売状況について





の森は北部の方が南部よりも広く，北部は 4，988ha，南部 (RC区)は 560haである。









































第 6位にあったが 1914年には 33位に下落した。これは，仏領インドシナの輸出品全体の中で
カンボジア産品の重要度が下がったこと，近代薬が普及した可能性によるものとされる
[Forest 1980: 281-282J。そ して， 1914年 11月25日付主令では，従来はカルダモンの売上に課
されていた徴税が中止された[ANCRSC 364J。しかし，その後に山脈を訪れた理事官は 1918年
付の報告書で，カルダモンが高価格で売買されていることを指摘し，課税を再開する必要性を
提言した [ANCRSC 11529J。こうした背景もあり，カルダモンの輸出量は時期によ り変動し






輸出金額(1933-1940年) 1 3，0∞ 















出所:仏領インドシナ年鑑[IEO:1927a; 1927b: 1931; 1933; 1935; 1937; 1938; 
1939; 1942Jをもとに筆者作成。
注 1 表の数値は“Principauxproduits de l'agriculture， de l'elevage， des 
for陀etおs巴etde 1均ape仇ch巴xpor吋te白s，"“"Comm巴rcespecαla剖1.Mar代chandises巴x-
port“6白esen poωids et en valeur，" 
por吋t己白巴俗sdes prin児山cαIpa剖le白smar代chandiおse白s，selon la destination et les pays 
de sortie"より， Amomes et cardamomesの項目から抜粋したもの。




植民地期のラオスではボロヴェン高原の北， Ban Dan Sia村で産出されたカルダモンを Sedonに
運送後，船でプノン ・ペンに輸送し，中国，カンボジア国内，安南に輸出した記録がある(総合地
球環境学研究所プロジェク卜 4-2アジア・モンスーン地域における地域生態史の総合的研究森林・














ポルは行政上， i東のポル CPolsde I'Est) Jと「西のポル CPolsde I'Ouest) Jに分けられ，
収穫地も東と西の 「カルダモン園(Jardins des cardamoms) Jに分けられていた [ルソ 一報告

















リー ヴル キロ (kg)換算
18-20歳 5 2.5 
21-50歳 20 10 
51-59歳 15 7.5 
身障者 5 2.5 
60歳以上 5 2.5 
21-50歳 10 5 
51-59歳 8 4 
身障者 5 2.5 




出所 [ANC RSC 25729Jもとに筆者作成。



















実務を担当した[;レソ一報告書 For巴st1980: 343; IS 1906: 62-63; Morizon 1936: 83J。
カルダモンの販売は旧体制下でも行われていたが， 1897年 6月l日付の閣僚評議会の政令



























































2) 1950 ~ 60年代 販売組合の踏襲
1950 ~ 60年代も植民地期と同様の販売制度が踏襲された。 1953年にフランスから独立した
カンボジア政府は税収難にあり， 1956年に始まった 2カ年計画では財源を補う取り組みのーっ























25)モンゴリー(図3)では 10，00本， トラポン・ポン(図3)では 10，00本の幼苗が植えられた




表5 ポー サット州のカルダモン生産量 (1900一例 年)
生産年 1900年 1901年 1902年
ピクル (picul) 73 106 115 



























知した際に，住民を召集して地方行政の役員に，パラート (balat)，メー・スロック (mesroc) ， 
チュムトップ (chumtuρs)を新しく選ぶ選挙が行われた。この他にも，チャン・ヴァンの役職









































































































ただ し， カルダモンの儀礼と収穫現場の統率役を指す呼称は複数あり， ドンカウの他にも，
スモー ン (smoon)，メ ・ー プレイ (meprey=森の長)，という呼称もあった [Baradat1941; 
Martin 1976; 1997J。 同様の呼称は調査地でも使われていたが， その他にもコムナン (kom-

































出所現地調査， [Baradat 1941; Martin 1976; 1997;坂本2001Jをもとに筆者作成。





注3 ドンカウ/スモーンは 5-10人の集団に l人おり，各村 ・行政区に 1-2人いたとされる (08
区， RC区での聞き取り)。





植民地期の民族誌 [Baradat1941: 68-69J加 によると， ドンカウ・クロヴァーニュ (Dangk-









にならないために安全を祈願し，豊作を祈願するものであった [Baradat1941; Martin 1976; 
1997J。紛 ただ，収穫は実が完熟して中の種が飛び散る前に行う必要もあった [ギュイヨ 1987:
120-121J。
ドンカウは森の中で収穫者を庇護31)する役割もあり，夜間には各メンバーが休息する一方
で， ドンカウは線香に火をつけ精霊の庇護のもと野営地を設置した [Baradat1941: 69J。
また，収穫は集団を形成して行われた。植民地期には行政単位に基づいて収穫対象の区画が





4) 1950 ~ 60年代一一地方行政の収穫活動への関与



















があったのに対し， i収穫の統率者/指導者 (neakdeたnoam)は誰か?Jと聞いた場合は， ド
ンカウ/スモーン/メー・コイなどの答えがあった。このことから，地方行政役職と森の中で
の収穫を統率した役の間では一定の役割分担があったと考えられる032)

















34)旧RC区出身60代男性によるとオー・サオムは現08区の CL村， K村， 08村周辺に相当する
が，かつては一帯が森であった。ただし， 1960年代のオー・サオムは現在の村落から見て南東の位
置にあった [Hammondand Hor 2002・65J。この辺りで収穫経験をもっ旧RC区出身RC区在住































北部ではos区の守護霊となった ドンカウ S氏が影響力をもっていた。 S氏は 1905年頃生
まれと推測され，出身地はモート・プラッ村37)(図4)であり，山地民のチョーンであった。
もとは普通の人だったが勉学に励み儀礼や呪術の知識を多く身につけ，ヴィアル・ヴェーン

















たとされる H氏の親族にあたる 50代女性とその叔母 (80代)への聞き取りを整理したもので
ある。
36)本節で記述する S氏の来歴は 08区在住の旧 RC区出身者 (60代後半男性2名， 40代男性 50代
男性)，8氏の義理の息子 (50代)，8氏の従弟 (80代)への聞き取りによる。
37)モー卜・プラッ村が属する行政区には諸説ある。旧RC区出身60代男性はリエチ郡 卜ラポン・ポ
































をーカ所に集約した森をつくる事業であり，収穫時期には郡内の各区(旧RC区， TTL区， C 
































が包囲された [Martin197: 81-82J 044) 
カルダモンの利用については 1970年までは収穫前の儀礼が山脈内で一般的に行われていた
が [Martin1976: 208J，政情不安定化とともに販売は中止された。









RC区， TTL区の住民，ポル ・ポト政権期に山脈へ強制移住した人びとへの聞き取りから 1970年
代の動向を限定的ではあるが記録している [Martin197: 15-16， 28J。
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田稲作が試みられたが不作に終わった [Ironsideet al. 2002: 8J。
南部では 1960年代にトゥモー・パーン郡に属した地域は，旧 RC区のみならず，低地の住民
45)旧RC区住民の中には南部のC区C村に移住した者もいた [Oum209: 72J。例えは、，旧RC区出
身の60代男性は 1971年よりクメ ール・ルージュ兵になり 1979年までC村に移住，その後1990年
にタイ国境から OS区に移住した。また， TTL区住民は本来の届住域が強制移住の対象地にあっ
たため，基本的にはポル・ポ卜政権期も出身地にとどまっていた。
46) 1969 -70年の目RC区の人口は 1，00人 (家屋数209軒)[Martin 197: 93-94J， 当時のヴィア

































た [Clarke2001: 420J。実際に TTL区の 70代男性はポル・ポト政権期に低地の言葉を覚えたと話
していた。また，山脈にクメール・ルージュが台頭した当初，山地民は革命の同志とみなされ，反
抗した者を除き住民は虐殺の対象にはならなかった [Martin1997: 288Jが， ヴィアル・ヴェーン












ン山脈は激戦区となった [天)112001:45・Hammondand Hor 2002: 66J。
しかし，同じ戦時下にあっても北部と南部では状況が異なっていた。






[Ironside et al. 2002: 8 J。例えば，戦火を逃れos区に移住したスレ・タン・ヨー区出身の山
地民ポーの40代女性は当時の生活について「ヤムイモ(初doich)，48) タシロイモ (toα1)，49)野
生イモ (domlongρrey)を食べていたが森には塩がなかった」と話し，またクメール・ルージュ










51) 08区では長年の戦乱で農地が放棄され， 土地が森の状態に戻り生産力が失われ， 水田では成長し











ポル ・ポト政権期まで現在の TTL区と RC区に相当する地域にいた住民は， 1979年以降，
ベトナム軍の主導のもとコッ ・コン州の南にある CP区に避難移住をした。そこでの避難生活











行政区 家族数 家族数 CP区滞在期間 現住所の居住開始年
17年 1996年
旧RC区 5 2 18年 1997年
RC区 2 19年 1998年
コッ ・キャン
トゥモー ・ノてーン 19年 1998年
5年 1998年
TTL区 5 2 19年 1998年
TTL区 20 -21年 1999 -2000年頃
チュムノアブ 18年 1997年
出所・現地調査により筆者作成。















(CL村 ・K村 ・os村) (KCR村) RC区 TTL区
オ -サオム l 
北部 ヴィア/レ ・ヴェ ーン 5 2 
旧RC区 22 7 





注 1: OS区 lは日常的に， 住民が 「オ ・ー サオム」 と呼ぶ地域を指し， OS区2は住民が 「ヴィアル ・
ヴェ ーン」と呼ぶ地域を指す。
注2: K村は現在RC区内にあり， C村は現在の RC区の東に隣接する C区内にある。
注3: TTL区出身の OS区l在住家族2軒は戦乱を逃れて 1990-92年に OS区に移住した。
注4・旧 RC区出身で OS区 l在住家族の数値は基本的には家主 ・夫の出身を表すが， 妻の出身地が異な
る例が7組ある。
7組夫婦の妻の出身地の内訳はモー卜 ・プラッ 2人，スレ ・タン ・ヨー l人， TTL区l人，ヴィア






















材生産が占めた時期もあり， 1990年代は輸出額の 7割以上を木材輸出が占めていた [塚本
1999: 3;吉田 2001:16J。
カルダモン山脈でも戦争が終息に向かうにつれて商業伐採と林道の整備が始まった [Mom-
berg and Weiler 1999Jo RC区と TTL区では 1995年から 1999年にかけてマレーシア企業が









たのは 1999年 1月以降であり，これにともない，もとはプノム ・クロヴァ ーニュ郡の西半分に
相当した地域が，新たにヴィアル・ヴェーン郡として設立された [Hammondand Hor 2002: 
66-67; Momberg and Weiler 1999・9J。
その一方で， この時期には戦時下の中でも，S氏を中心に山地にとどまった住民により社会
復興が着手されていた。54) 1980年代末から 1990年代初頭にかけて， ベトナム軍が撤退したの
を機にそれまで森に隠れていた人々は OS区の元になる村の建設を始めたが，当時のリ ーダー
的存在であったのがS氏であった。実際に 1990~ 92年の聞に戦災を逃れて OS区に移住した
52) Cambodia Atlas [http: j jwww.cambodiaatlas.comjmapJ，最終閲覧日 2010年5月18日。
53) 1998年の総選挙に先立つ 1997年7月，フンシンベック党の党首ラナリットが党勢力拡大のためポ
ル・ポト派に連携を図り， これに対し人民党は軍を動員して阻止した [天川 2006:210J 0 1997年1
月にポーサッ卜州都で州当局とポル ・ポ卜派幹部の問で和平交渉があったが， プノン ・ペンでの武
力衝突と同時期にパッ ・ドムボーン州のサムロート郡で生じた森林伐採をめぐる紛争を機に戦闘が
再開され， ポル ・ポト派は政府からの離反理由にヴィアル ・ヴェーンとサムロー ト郡の木材伐採権
を主張した。os区付近でもポル・ポト派が戦費調達のためにタイに木材販売を行い， 1999年には
企業による林道建設と伐採活動があった [Hammondand Hor 2002: 66-68J。












































2000 年 1~4 月
石橋・近現代カンボジアの社会変動下におけるカルダモン利用の動態
表12 山脈中央部における保護林設立の動き (1998~ 2002年)
出来事
農林水産省によるコッ ・コン州， ポーサッ ト州の野生生物ハンタ へーの聞き取り
大型晴乳類の調査
カンボジア政府の要請を受けて戦後初の生物多様性調査






































した支援の必要性が提言された [Hammmondand Hor 2002: 67; Momberg and Weiler 1999; 
Momberg and Ken 1999: 46-47J。
一方， 2000年に行われた生物多様性調査では OS区のヴィアル・ヴェーンの湿原に絶滅危慎
種のシャムワニ CCrocodylussiamensis)の生息域が確認されたことが重要成果とされ，この地
域を保護林に含める対応がなされた [Daltryand Momberg 2000; Daltry 2002J。そして， 2001 
年2月・ 4月， 2002年2月の生態学・社会経済調査を経て，ワニの保全プログラム CCambo-
dia Crocodile Conservation Programme)がFFIと森林局により開始された。この活動では
ワニ保全の必要資金を住民に支給する一方で，農作物種子の支給，農業技術，カルダモンの販
売など周辺分野への支援が中心となったが，その目的は住民が食糧自給に必要な資金を得るこ
とにあった [FFI2008; Oum 2009J。





Forest Conservation Program)が森林野生生物局と CIの間で立ち上げられ，その際に保護
林の駐在所の本拠地が RC区に置かれた。この活動計画では郡の開発計画に国道48号線60)の
建設が含まれていた点が指摘され，国道の開設が新規移住者の増加と，それにともなう農地開




















































果樹類 7 3 
食糧(不特定) 3 3 
出所:[CI 2002・13Jをもとに筆者作成。




2006 -07年に結ばれ，残り lつの行政区os区では 2008年1月以降に協定が結ぼれた。
62) 2002年の RC区， TTL区のコメ収量は 350kg /ha， 8 -9月にコメが不足していた。当時のカン
ボジアの平均的な収量は1，000kg /ha [CI 2002: 8， 12J。
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RC区 42 31 












られる人々に該当するとしている [CI2002: 5 J。
表15 RC区と TTL区における人口変動 (2002年， 2008年)
区名
2002年 12月 2008年1月 増加数
家族数 人口 家族数 人口 家族数 人口
RC区 135 564 198 871 63 307 
TTL区 101 502 129 530 28 28 
出所:CIへの聞き取り及び， [CI 2002: 5 Jをもとに筆者作成。




ち， 3軒は農地獲得に関連する理由を挙げていた。また， RC区では 2002年の時点で移住者の









RC区の区長と K村の住民によると， 2007年は区全体で約 100家族が約3トンのカルダモン






の買値は未確認だが， 2002年に仲買人が購入した TTL区と RC区の地域産物はコッ・コン州























ことによる。例えば， 2002年2月のコメ不足月数は，調査対象となった 22家族のうち 1家族あ
たり平均約7カ月であった[Ironsideet al. 2002: 28J。
2001年， OS区の商居では州都から仕入れたコメが販売されていたが，雨季になるとアクセ
スが困難になる立地にあった点もありコメの価格は割高であった(当時のコメ価格はポーサッ













首都プノン ・ぺンでの売値は 5ドル jkgであったが， OS区での仲買人の買値は 2005年の1.5









表16 08区産のカルダモンの実 1kg当りの価格推移 (2001~ 09年)
収穫年別の価格の推移
2001年 2002年 2005年 2007年 2008年 2009年
08区内 4.62 
2 ~ 2.5 1.5 2 ~ 3.25 3.75 ~ 5 2.5 ~ 3.75 
(8 ，000~ 10，000) (6，000) (8 ，000~ 13，000) (l 5 ，000~20 ，000) (l O ，OOO~ 15，000) 
5 4~7 
首都プノン ・ベン
(20，000) (l 6 ，000~24 ，000) 
出所・ [FFI2009; Ironside et al. 2002; Hammond and Hor 2002; Hot 2008Jおよび， FFI，森林局職員へ
の聞き取りより筆者作成。
注 1 価格単位はドル，括弧内はカンボジア・リエル。
注2: 2003 ~ 04年， 2006年および傍線部の価格は不明。
注3: 2001年の価格は実際は 100~ 180パーツで買い取られていたものをドル換算で、表示。
64) 1家族あたりが必要としたコメの量は不明だが， 当時の 08区の水田のコメ収量は300kg/ha， カ
ンボジア国内の水田の平均的なコメ収量は 1，000kg/haであった [Hammondand Hor 2002: 78J。
65) FFI職員によると， 2008年はタイーカンボジァ国境にあるプレア・ヴィヒア寺院の帰属先をめぐり
国境で武力衝突が発生し， タイがカンボジア製品の購入を中止した影響で， プノン ・ベン経由でタ
イに流通していたカルダモンの物流が断たれ， 2007 ~ 08年の約5ドル/kgから 2008~ 09年は約
4ドル/kgに価格が下落した。ただ， 2008年の生産量の一部はプ/ン・ペンの展示会で外国人向




表17 08区各村のピーナ yツ栽培家族数とカルダモン収穫家族数の割合 (2008年 10月)
村名 CL村 K村 08村 KCR村
各村の家族数 83 32 63 70 
調査対象家族数 25 10 19 20 
ピー ナ yツを栽培する家族数の割合 72% 80% 95% 40% 
カルダモンを収穫した家族数の割合 56% 90% 74% 85% 
出所 [Hot 2008: 5-8Jをもとに筆者作成。
注1 2008年 10月に 08区248家族中74家族を対象に行われた調査に基づく。
注2・当時の村内でのピーナ yツの売値は 0.7~ 1ドルjkg。
ところで， 2008年にはos区でも換金農作物としてピーナッツ栽培が流行していた。同年 10
月に区内全 248家族のうち 74家族を対象に行われた社会経済調査によると，各村でピーナッ
ツを栽培する家族数の割合は 40~ 95%であったが， 一方でカルダモンの収穫に参加した家族
数の割合は 56~ 95%であった(表 17)。
注目すべきは RC区と異なり， OS区ではピーナッツ栽培と並存してカルダモンが販売され




時， OS区内では精米 l袋分 (50kg)が 12万リエル (30ドル)で売られていた。 一方， 2007 ~ 





















安値の 0.375~ 0.75ドル /kg(1，500 ~ 3，000リエル)であり，未熟の実が市場に出回ると成熟
を待って収穫された実の価格も下落すると指摘されていた[Ironsideet al. 2002: 41J。また， s 
氏の義理の息子も実の成熟度を確認した上で儀礼日程を決めており，未熟の実が多いうちは収
穫すべきではなく，未熟の実が売られると自分たちの「名を汚す」ことになるとも話していた。















































































































































































































































































ANC: Archives Nationales du Cambodg巴
BEFEO・Bulletinde Ecole Francaise d'Extreme-Orient 
CCP: Cardamom Conservation Program 
DFW: Department of Forestry and Wildlife 
F A: Forestry Administration 
IEO: Imprimerie d'Extreme-Orient 
IS: Imprimerie Saigonnaise 
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